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１．これまでの活動経緯
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京都大学 大学院経営管理教育部・研究部 （経営管理大学院）

◆ 文理融合教育による高度経営人材の育成
□ ２００６年４月設置の経営専門職大学院

□ 理念： 先端的なマネジメント研究と
高度専門的実務での人材育成

□ ＭＢＡ １００名/年 （※2019年度より）

博士後期課程 ７名/年

ダイバーシティのある学生構成 （2021）
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http://www.gsm.kyoto-u.ac.jp

男性・女性割合 日本人・留学生 社会人・新卒 文系・理系

男子62％

女子
38％ 日本人

58％

留学生
42％

社会人71％

新卒
29％

文系87％

理系
13％
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出願者数・合格者数の推移（ＭＢＡ）
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出願者数増・留学生増・
社会人増・女性増

留学生
不合格者

留学生
合格者

日本人不合格者

日本人合格者

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018    2019 2020 2021

60名 75名 90名 80名
＋ 7名（博士）新設

事業創再生 （→ ビジネス・リーダーシップ）
プロジェクト・オペレーションズマネジメント

＋ 会計・ファイナンス ＋ サービス価値創造
（サービス＆ホスピタリティ） 博士後期課程開設

（実践ファイナンス、プロジェクト、
サービス・イノベーション＆デザイン）

出願者数

学生
定員

年度

100名
＋ 7名（博士）

iGSM
(KC-CDO, 国際，

観光経営科学）
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ミッション・ビジョン・バリュー
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ミッション
 本大学院は、先端的なマネジメント研究と高度に専門的な実務との架け橋となる

教育体系を開発し、幅広い分野で役割を果たす個性ある人材を育成するとともに、
研究の自由と自主を基礎に高い倫理性を備えたマネジメント研究により、地球社
会の多様かつ調和の取れた発展に貢献する。

ビジョン
 先端的研究と専門的な実務教育において、アジア

トップクラスのユニークなビジネススクールとなる

ことを目指す。

バリュー
 自由・独立の精神と批判的討議を重んずる京都

大学の伝統を継承し、産官学連携による先端的

研究の推進、および高度な専門性を備えた実務

教育の開発を行う。

 多様な人材受入れと開発された教育により、

様々な分野で活躍するグローバル人材を輩出する。

 世界に開かれた大学として、個性ある研究・教育

の提供と社会への貢献を果たす。
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専門職学位課程（ＭＢＡ）のプログラム編成(1/2)
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定員60名

事業創造再生マネジメント
ビジネス・
リーダーシップ

ファイナンシャル
リスクマネジメント

ファイナンス・会計

ファイナンス・会計（1.5年コース）

サービス価値創造

２０１０年

２００６年

２００８年

２０１１年

プロジェクト・オペレーションズマネジメント

国際プロジェクトマネジメント

２０１６年

90名75名

京都⼤学 経営管理⼤学院
© Ｇｒａｄｕａｔｅ Ｓｃｈｏｏｌ ｏｆ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ，Ｋｙｏｔｏ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ ２０２1

専門職学位課程（ＭＢＡ）のプログラム編成(2/2)
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プロジェクト・オペレーションズマネジメント

国際PMコース

ビジネス・リーダーシップ

ファイナンス・会計+1.5年コース

サービス & ホスピタリティ

博士課程設置（7名/年）
MBA定員80名へ減

２０１９年 MBA定員100名/年へ増
博士後期課程 7名/年

２０１６年

観光経営科学コース

ｉ-PMプログラム

ｉ-ＢＡプログラム

国際連携コース（Cornell大学）

２０１８年

サービス
価値創造
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専門職学位課程（ＭＢＡ）の学修体系

基礎科目

専門科目

実務科目

発展科目WS

42単位

ポイント
制（20p）

幅広い
最新の
実務的な
情報

セミナ・特別講義
インターンシップなど

WS指導教員による
マンツーマンに
近い指導

スーパーバイザー
制度

留学
海外研修

ダブルディグリー
制度

理論面（基礎→専門・応用）＋実践・実務

京大の「知」
を活用

最先端
研究

デザインス
クールや
SGUとの
連携
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部局レベルでの海外大学交流協定校一覧

11
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提携校との国際交流の事例
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【Taiwan】
・国立台湾大学
・国立政治大学

【Vietnam】
・UTC/Hanoi

【Malaysia】
・IIUM

【Singapore】
・ＳＭＵ

【Korea】
・建国大学
・ＫＡＩＳＴ
・梨花女子大学

【Thailand】
・Chulalongkorn-U
・AIT

【Philippine】
・ＡＩＭ

【Indonesia】
・U Indonesia
・ITB

【Turkey】
・Koc-U

【France】
・U-Lyon
・ESCEM（予定）

【Germany】
・TUM
・U Tubingen

【Canada】
・Ryerson-U

【India】
・IIM
・IIT【South-Africa】

・U Cape Town 【Australia】
・New South Wales U

【China】
・清華大学

京都⼤学 経営管理⼤学院
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教員構成 （２０２１年 １２月現在）

教員合計 １２６名 （女性教員 １５名）

 専任教員２２名 （女性教員 ３名） ※ 定員内教員

教授 １４名 □ 准教授 ４名

講師 １名 □ 講師（任期あり） ３名

 特別教授 ５名 （女性教員 ０名） ※ 実務家教員とみなす兼業教員

 特定教員 １４名 （女性教員 ３名） ※ 有期雇用のフルタイム教員

特定教授 ５名 □ 特定准教授 ３名

特定講師 ３名 □ 特定助教 ３名

 特任教授 ２名 （女性教員 ０名） ※ 特定の業務を担務する名誉教授

 客員教員 ４４名 （女性教員 ４名） ※ 時間雇用教員

客員教授 ３３名

客員准教授 １１名

 特命教員 ３７名 （女性教員 ４名） ※ 称号付与のみの教員（雇用関係なし）

特命教授 ３４名 □ 特命准教授 １名

特命講師 ２名

12
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本大学院における内部運営組織
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経営管理教育部 経営管理研究部

教務委
入試
FD
インターン
学生

企画委
寄付講座等設置・運営委

各講座等毎の専門委
外部資金委
兼業委
基金委

点検・評価委

附属経営研究センター
運営委
ケースWG

国際交流
安全衛生
人権
ハラスメント
情報セキュリティ
同窓会

総務委
広報
選挙管理
就職
施設
研究倫理

将来構想
学域・学系

国際認証・広報室

京都⼤学 経営管理⼤学院
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認証評価

14

大学としての評価

法人評価

自己点検評価

機関別認証評価

+
専門職大学院としての認証評価

2010年度、2015年度および2020年度

ABEST21* による認証 「適合（Excellent）」 （Ａ評価）
*THE ALLIANCE ON BUSINESS EDUCATION AND SCHOLARSHIP FOR TOMMORROW, a 21st century organization
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博士後期課程設置の要請

 専門領域（プロジェクトマネジメント、サービス・イノベーション＆
デザイン、実践ファイナンス）の一層の高度化・専門化への対応

 グローバル化、世界標準の新しい教育体系への対応

 日本型ビジネスモデルの世界展開を推進できる人材養成
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修士・MBA取得者を対象とした
より高度なビジネス人材育成の必要性
⇒博士後期課程設置
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研究

社会人

一般大学大学院修士課程/専門職学位課程

経営科学専攻
博士後期課程（Ph.D.）

実践ファイナンス
サービス・イノベーション＆デザイン
プロジェクトマネジメント

企業経営者・幹部
自治体等の上級管理職
グローバルビジネス人材

大学・ﾋﾞｼﾞﾈｽｽｸｰﾙ実務家教員
企業・ｼﾝｸﾀﾝｸの上級研究員

グローバルビジネスリーダー（高度専門職業人博士）

博士後期課程の教育と出口

2016～ ７名/年

16
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２０１９年度 博士学位取得者研究テーマ

 M＆Aによる企業価値の創造と経営者および組織の
コンピテンシー

 高等教育サービスにおける価値共創の研究

 スチュワードシップ・コード導入後に機関投資家による
エンゲージメントがもたらした影響に関する実証分析

 本邦債権投資家予想の性質と運用戦略への応用研究

 退職給付ファイナンスの財務パフォーマンス分析
-スチュワードシップゲームを用いたアプローチ
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２０２０年度 博士学位取得者研究テーマ

 コンソーシアムを形成した海外建設プロジェクトにおける
遅延リスクのマネジメントに関する研究

 日本の高流動性銘柄を投資対象とした運用戦略の
実証研究

 価値共創型サービス・マネジメントの実践的フレームワークの
創生 -サービス特性を焦点としたマーケティング研究

 京料理におけるサービスデザイン

 創造的思考の脱中心的・現働的理論展開渾然一体としての
創造理論

 おいしさへの理解を嗜好品の製品開発戦略に活かす
-ギャップモデルからの知覚品質アプローチ

18
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産学連携活動： 寄附講座 ・ 産学共同講座 ・ 寄附講義

 寄附講座 (13)

 企業金融と資本市場（みずほ証券）
寄附講座

 官民協働まちづくり実践
（光亜興産株式会社）寄附講座

 港湾物流高度化（（一財）港湾空港総合技
術センター/（一財）沿岸技術研究センター
/（一財）みなと総合研究財団）寄附講座

 道路アセットマネジメント政策
（橋梁調査会) 講座

 管理会計（経営会計専門家協会）
寄附講座

 京都ものづくりバレー構想の研究と
推進（JOHNAN）講座

 グローバル社会起業寄附講座

 シスメックス寄附講座 －企業と投資家－

 国際メガ・インフラマネジメント政策
（八千代エンジニヤリング）講座

 インテグレイティド・ホスピタリティ（グリーン
ハウス）寄附講座

19

 プルータス・コンサルティング寄附講座
－バリュエーション（企業価値評価と株式価
値評価）－

 プライベート・エクイティ（ポラリス・キャピタ
ル・グループ）寄附講座

 アート・コミュニケーションデザインと組織経
営寄附講座

 産学共同講座・EMBA (5)

 証券投資研究教育産学共同講座

 アジアビジネス・リーダー人材育成産学共同
講座

 上級経営会計専門家プログラム

 企業価値評価とファイナンス
－理論・実践・モデリングー

 情報学ビジネス実践講座

 寄附講義 (4)

 パブリック・リレーションズ寄附講義

 アビームコンサルティング寄附講義

 ソシエテ・ジェネラル証券寄附講義

 ユニゾン・キャピタル/Intellectual 
Innovations 寄附講義

※ その他、国交省、経産省、内閣府等からの教育研究プロジェクト受託など

京都⼤学 経営管理⼤学院
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研究活動： 科学研究費 （研究代表者、２０２０年度）

 中小企業における管理会計能力と財務業績の関係に関する経験的
研究 基盤研究(B) 研究代表者 澤邉紀生 教授

 オープン・イノベーションと既存企業による起業エコシステムの活用
基盤研究(B) 研究代表者 椙山泰生 教授

 サービス産業における顧客志向性活性化に向けた組織変革の統合
的分析 基盤研究(B) 研究代表者 若林直樹 教授

 多国籍企業におけるブリッジ機能に関する統合的研究
基盤研究(B) 研究代表者 関口倫紀 教授

 エスノメソドロジーの相互反映性概念に基づく組織化理論の再考
基盤研究(C) 研究代表者 山内裕 准教授

 動的な顧客情報の活用に基づくサービスケイパビリティとその経営資
源配分モデルの提案 基盤研究(C) 研究代表者 原良憲 教授

 都市公共政策によるジェントリフィケーションの誘発分岐点と社会的
公正の計量分析 基盤研究(C) 研究代表者 大庭哲治 准教授

 アセットマネジメントのための地域プラットフォームの経済価値と制度
設計に関する研究
基盤研究(C) 研究代表者 小林潔司 産学連携教員

 歴史的音変化の分析を通じた言語接触の痕跡から導く、多文化交流
史の解明 若手研究 研究代表者 通山絵美 産学教員

 演出技法を発問と役割演技に応用した、多様な感性を引き出す道徳
教育手法の実践的開発
基盤研究(C) 研究代表者 蓮行 研究員

 Implications of Bridge Individuals and Bridging Roles for 
Headquarter-Subsidiary Relationships: a Mixed Method Empirical 
Study of Multinational 若手研究 研究代表者 Liu Ting 講師

 ラマン分光法を用いた骨材のASR反応性およびASR残存膨張量の評
価方法の開発 基盤研究(B) 研究代表者 山本貴士 教授

 An Empirical Investigation of Bridge Individuals and Bridging 
Roles in Multinational Companies
研究活動スタート支援 研究代表者 Liu Ting 講師

20

 Cognitive Schemata in Experienced Negotiators: A 
Comparison Across Cultures, Industries, and Skill Levels
（R1→R2延長）
基盤研究(C) 研究代表者 ウィリアム ベイバー 准教授

 アナログおよびデジタル・ゲームを包括した「ゲーム・エコシステ
ム学」構築の可能性
基盤研究(C) 研究代表者 松井啓之 教授

 国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）が企業へ与える実体効果（Ｒｅａｌ
ｅｆｆｅｃｔｓ）
特別研究員奨励費 研究代表者 天野良明 特別研究員

 起業スキル獲得の促進および評価のための教育技術開発に関
する研究
外国人特別研究員奨励費 研究代表者 関口倫紀 教授

 証券会社と企業間の資本関係が証券アナリストの公正性に及
ぼす影響 若手研究（B） 研究代表者 加藤政仁 講師

 杭基礎を利用した地中熱ヒートポンプシステムの熱－流体－力
学挙動に関する解析的検討
基盤研究(C) 研究代表者 木元小百合 准教授

 メガシティーを対象とした水害タイムラインの構築とハザードマッ
プの高度化 基盤研究(C) 研究代表者 戸田圭一 教授

 エージェントベースモデルを活用したアジア型マネジメントの探
索的研究
挑戦的研究（萌芽） 研究代表者 関口倫紀 教授

 企業家の省察についての二人称的アプローチとその有用性の
検討 若手研究 研究代表者 伊藤智明 特定助教

 伝統産業、観光等の地域発起業家の新市場創造におけるエ
フェクチュエーション
基盤研究(C) 研究代表者 若林靖永 教授

 強靭な物流を実現するための交通とサプライチェーンの動的
スーパーネットワーク解析
基盤研究(C) 研究代表者 山田忠史 教授
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研究活動： 科学研究費 （研究代表者、２０２１年度）

 中小企業における管理会計能力と財務業績の関係に関する経験
的研究 基盤研究(B) 研究代表者 澤邉紀生 教授

 サービス産業における顧客志向性活性化に向けた組織変革の統
合的分析 基盤研究(B) 研究代表者 若林直樹 教授

 多国籍企業におけるブリッジ機能に関する統合的研究
基盤研究(B) 研究代表者 関口倫紀 教授

 エスノメソドロジーの相互反映性概念に基づく組織化理論の再考
基盤研究(B) 研究代表者 山内裕 教授

 動的な顧客情報の活用に基づくサービスケイパビリティとその経営
資源配分モデルの提案
基盤研究(B) 研究代表者 原良憲 教授

 都市公共政策によるジェントリフィケーションの誘発分岐点と社会
的公正の計量分析
基盤研究(C) 研究代表者 大庭哲治 准教授

 アセットマネジメントのための地域プラットフォームの経済価値と制
度設計に関する研究
基盤研究(C) 研究代表者 小林潔司 産学連携教員

 歴史的音変化の分析を通じた言語接触の痕跡から導く、多文化
交流史の解明
若手研究 研究代表者 通山絵美 産学教員

 演出技法を発問と役割演技に応用した、多様な感性を引き出す
道徳教育手法の実践的開発
基盤研究(C) 研究代表者 蓮行 特定准教授

 Implications of Bridge Individuals and Bridging Roles for 
Headquarter-Subsidiary Relationships: a Mixed Method 
Empirical Study of Multinational Companies
若手研究 研究代表者 Liu Ting 講師

 ラマン分光法を用いた骨材のASR反応性およびASR残存膨張量
の評価方法の開発
基盤研究(B) 研究代表者 山本貴士 教授
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 アナログおよびデジタル・ゲームを包括した「ゲーム・エコシステム
学」構築の可能性
基盤研究(C) 研究代表者 松井啓之 教授

 証券会社と企業間の資本関係が証券アナリストの公正性に及ぼ
す影響 若手研究(B) 研究代表者 加藤政仁 講師

 メガシティーを対象とした水害タイムラインの構築とハザードマップ
の高度化
基盤研究(C) 研究代表者 戸田圭一 教授

 エージェントベースモデルを活用したアジア型マネジメントの探索
的研究
挑戦的研究（萌芽） 研究代表者 関口倫紀 教授

 企業家の省察についての二人称的アプローチとその有用性の検
討 若手研究 研究代表者 伊藤智明 特定助教

 伝統産業、観光等の地域発起業家の新市場創造におけるエフェ
クチュエーション
基盤研究(C) 研究代表者 若林靖永 教授

 観光地のサービス品質と感染症セキュリティ品質が観光地ロイヤ
ルティに与える影響
基盤研究(C) 研究代表者 増田央 特定講師

 技術を活用したヒトにとって心地良い顧客接点のデザイン
基盤研究(C) 研究代表者 嶋田敏 講師

 不完全競争下における公共政策の厚生効果：市場支配度指数ア
プローチによる理論と実証
基盤研究(C) 研究代表者 安達貴教 准教授

 偶発的マルチハザードに対する河川堤防のロバスト性評価の実現
基盤研究(A) 研究代表者 肥後陽介 教授

 土のミクロスケール多相系組織形態変化のモデル化－地盤変形
予測技術の再構築へ
挑戦的研究（開拓） 研究代表者 肥後陽介 教授

京都⼤学 経営管理⼤学院
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研究活動： 受賞研究

関口倫紀 教授 論文「Integrating activity-
system maps and NK model to 
understand organizations under 
dynamic environments」が、世界
最大の経営学会であるAcademy 
of Management年次大会におい
て、Management Education and 
Development Divisionの優秀論
文(Best Paper)に選出 （2021
年）

本論文は、経営戦略論における活動システムマップの手法
と、NKモデルと呼ばれるコンピュータシミュレーションの手法
を組み合わせた新たなフレームワークを提案することで、環
境変化が激しい中で活動する組織がどのように成果を出し
ていくのかの理解を促進することを示した。この新たなフ
レームワークが、経営教育の１つの手法として有用であるこ
とを示した点において、Academy of Managementの
Management Education and Development Divisionから高
い評価を得た。

安達貴教 准教授 日本応用経済学会 2020年度学
会賞を受賞

応用経済学の分野において優れた研究成果を発表し、この
分野の学術と同学会の発展に顕著な貢献を成したこと。

村上啓二 特定准教授 論文「鉱山ポートフォリオの長期最
適化」がグローバルビジネス学会
の第1回GBJ (Global Business 
Journal) 賞を受賞 （2021年７
月）

本論文では、商社における鉱山事業を対象として収益や
キャッシュフローを平準化させるため鉱山ポートフォリオを形
成することにより、事業リスクをコントロールする長期最適化
モデルの開発を行っている。さらに、鉱山売買取引の具体
事例によるモデル計算を実施し、鉱山事業の実態に近い結
果が得られたことより、構築されたモデルの信頼度が高いこ
とが示されている。従来から金融工学に基づく投資家サイド
の評価モデルは多数存在するが、事業会社としての商社を
対象として鉱山ポートフォリオの長期最適化モデルを構築し
た本研究は新規性および有用性が高い。本論文はポート
フォリオマネジメントに関わる研究に新たな発展をもたらして
おり、GBJ賞〔論文部門〕に相応しいと評価された。

22
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研究活動②：価値創造人材育成プログラム
「Kyoto Creative Assemblage」設立

担当教員：山内 裕 教授

京都大学、京都市立芸術大学、京都工芸繊維大学の３大学を中心に、時代の最
前線で活躍するデザイナー、アーティスト、起業家らが結集した、文部科学省「大
学等における価値創造人材育成拠点の形成事業」採択プログラム、「Kyoto 
Creative Assemblage*」を2022年度より開講する。誰もが創造性を求められるよ
うになった現代社会において、その源泉を個人の中の閉じた能力に還元するので
はなく、歴史を踏まえ、社会の微妙な変化を読み解くことで新たな時代を切り開く
社会人の育成を目指す。

受講生は6〜7ヶ月のプログラムを通して、人文社会学、アート、デザインの基本的
な視座を学ぶとともに、自らの事業領域を題材としたプロジェクトの実施や、デザ
イナー、アーティスト、企業家らの講義、ワークショップを受講する。企業などの組織
を代表して受講できる社会人を対象としている。社会人が受講しやすいように、オ
ンラインなどを適宜活用して実施する。

開講に先駆け、2021年12月よりプログラムのコンセプトや教育内容を紹介するオ
ンラインイベント「Prolegomena」を順次開催予定。

*Assemblage（アッサンブラージュ） ：異質なものが集まること。均質で予定調和的な関係性を前提とするの
ではなく、緊張感をもった関係性を結びつつ常に生成変化していく動きとしての本プロジェクトのあり方と、社
会を内部から読み替えていく創造性を育てるプロジェクトの趣意を表している。

23
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広報活動

24

国際認証・広報室の設立（2020年4月）

経営管理大学院ウェブサイトをリニューアル（2021年1月）

デザインを一新して、ユーザーが見やすく、使いやすいサイトに刷新

 ホームページの大学院案内に経営管理大学院の紹介動画（英語版）を

掲載（2021年4月）

ホームページのニュース記事に「新任教員のご紹介」を掲載開始

（2020年6月）

ホームページに女性研究者の活動を紹介する

「女性研究者の声」ページを開設（2021年8月）

「経営管理研究部広報委員会内規」を制定（2021年9月）

「経営管理大学院ホームページの記事掲載に関する

ガイドライン」を制定（2021年9月）

「経営管理大学院サイトポリシー」を制定（2021年11月）

「経営管理大学院ニューズレター第1号」を発行

（2021年12月）
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「女性研究者の声」ページを開設
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２．個別の教育プログラムの詳細

26
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（１） ビジネス・リーダーシッププログラム

 先行き不透明な組織、事業環境や世界的規模での競争が激化する市場において
複雑な情報を処理し、リスクをとった意思決定を迅速に実行できるリーダーを育成。
ケース・スタディやディスカッションを中心に理論と実践を融合した教育を実施。

 基礎科目 （１６単位以上）
ミクロ経済、組織行動、経営戦略、マーケティング、会計学 など

 専門科目 （１４単位以上）
Strategic Management : Case Analysis、Strategy & Practice for Global Open Market、
Corporate Governance、問題解決思考、人的資源管理論、リーダーシップ論、ビジネスエ
エシックス、Firms & Industrial Organization in Japan、パブリック・リレーションズ論、
Business and Government from a Global Perspective、Business Development、
Corporate Strategy and Organization、アントレプレナーシップとファイナンス など

 実務科目 （８単位以上）
マーケティングリサーチ、M&A実践論、企業金融のフロンティア、サプライ＆デマンド
チェー ン・マネジメント、価値マネジメント：戦略、リスク、財務、Turnaround Management、
企業金融とマネジメント、研究・事業開発マネジメント、現代マーケティング など

 発展科目 （４単位以上）
ビジネス・リーダーシップワークショップI、II
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ビジネス・リーダーシッププログラムの概要

28

ミッション
(教育プログラムの意義）

育成すべき人材像 修了後の進路等

・経営に必要な知識とスキ
ル全般を幅広くカバーし、
スペシャリティよりもジェネ
ラル性を重視した対応能
力の高いビジネス･リーダー
教育を行う

・多様化する人材を的確に
動機付け管理･指導できる
リーダー

・激変する市場環境に柔軟
に対応できる判断能力を
持ち、組織内の迅速な行
動を始動するエグゼクティ
ブおよび上級管理職

・外資系経営コンサルティング
・国内経営コンサルティング
・外資系ITコンサルティング
・外資系投資銀行
・商社
・起業
・メガ･ベンチャー
・上場前ベンチャー
・製造会社（外資、国内）
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（２） ファイナンス・会計プログラム

 ファイナンス分野（財務）と会計分野との両分野にまたがる人材を育成。
経営財務や金融市場に関する知識と分析、金融商品の設計能力などから金融に
関するリスクを総合的にマネジメントできる能力を獲得。

 基礎科目 （１６単位以上）
ミクロ経済、経営戦略、会計学、ファイナンス、統計分析 など

 専門科目 （１４単位以上）
証券投資論、企業分析、Financial Management、金融論、ファイナンス工学、会社法、Strategic 
Management : Case Analysis、数理ファイナンス、Corporate Governance、 財務会計、管理会計、
最適化、計量経済学、コーポレートファイナンス、人的資源管理論、ポートフォリオ理論、ビジネスエシック
ス、サービス（無形資産）会計、International Accounting、パブリック・リレーションズ論、公会計論、デリ
バティブ論、Accounting、Venture Creation and Financing、アントレプレナーシップとファイナンス など

 実務科目 （８単位以上）
M&A実践論、企業金融のフロンティア、会計監査論、価値マネジメント：戦略、リスク、財務、企業価値創
造と評価、管理会計特論、金融工学の基礎と実務への応用、企業金融とマネジメント、アセットマネジメ
ントの実務と法、金融資本市場論、先端バンキング論、セキュリタイゼーション、「社会と税」及び「国民と
税」、Inside Investment Bank、バリュエーション（企業価値評価と株式評価） など

 発展科目 （４単位以上）
ファイナンス・会計ワークショップI、II

29
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プログラムの目的と育成する人財像

 グローバルスタンダードであるアカウンティングとファイナンス
の基礎理論と専門理論を正しく学び、豊富な実務科目等を
通じて実務への応用力を養う

 金融機関・事業会社・コンサルティング・ベンチャーなどで、
企業価値向上に向けた課題解決に取り組み活躍することが
できる人財の育成

 ファイナンスに秀でた公認会計士、会計やファイナンスに関
する高度な専門知識を有する証券アナリスト等の金融人財
の育成（１年半コース）

30
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（３） サービス＆ホスピタリティプログラム
（サービス価値創造プログラムより改称）

 サービス産業の生産性向上や製造業を含めた産業の高付加価値化、価値持続化
を目指すプログラム。総合的なホスピタリティ経営、サービスデザイン、公共インフラ
経営などの能力開発により高度サービス化社会をけん引する人材の育成を実施。

 基礎科目 （１６単位以上）
組織行動、経営戦略、マーケティング、会計学、統計分析など

 専門科目 （１４単位以上）
Inter-cultural communication、Transportation and Logistics Management、人的資源管理論、
ビジネスエシックス、サービス経営論、サービス（無形資産）会計、パブリック・リレーションズ論、
サービスモデル活用論、サービス創出方法論、Organization and Management、Business Modeling 
and Design、おもてなし経営論、サービスファイナンス論、Global Tourism & Hospitality Management
など

 実務科目 （８単位以上）
サプライ＆デマンドチェーン・マネジメント、ツーリズム産業論、グローバルロジスティクスと海運、ビジネス
コンサルティング実務、研究・事業開発マネジメント、サービス産業事例分析、価値共創型IT活用論、製
造業のサービス化と価値創造、まちづくりとまち経営、ソーシャル・イノベーション事例分析、京都観光・文
化論、デスティネーション・マネジメント論、おもてなし経営論 など

 発展科目 （４単位以上）
サービス＆ホスピタリティワークショップI、II

31
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デジタルディスラプション時代における新しい経営・事業創造

 おもてなし科学を活かすサービス・マネジメントの研究教育
 デジタル社会（デジタルディスラプション）時代において、サービス産業だけで

はなく、製造業や農林漁業を含めて日本産業全体をサービスとホスピタリ
ティという観点でとらえなおし、持続的な価値の創出を目指すビジネスモデル
の研究

 ＩＴや新技術、シェアリング・エコノミーなどの新たなビジネスモデルの研究を
通じたサービスとホスピタリティのイノベーション

 おもてなしの科学的分析と日本型サービスのイノベーション

 目指すべき人材像
 企業や組織単位の生産性向上に資することだけでなく、業種・業務横断的

な統合的視点で、サービス価値創出や新事業開発を行う人材育成としての
要請が高まっていることによります。

32
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（４） プロジェクト・オペレーションズマネジメントプログラム

 国際的な大規模プロジェクト、新規技術開発など、比較的大規模な企業や行政機
関が特定目的の達成を目指して取り組むプロジェクトに対応するプログラム。現代の
ビジネスにおいて大変重要なプロジェクトを経営管理できる人材を目指し、財務管理
や戦略・組織管理などの能力を開発。

 基礎科目 （１６単位以上）
ミクロ経済、経営戦略、会計学、統計分析、プロジェクトマネジメント など

 専門科目 （１４単位以上）
Overseas Project Management Seminar、Fundamental IO Analysis of Econ & Management、

問題解決思考、Transportation and Logistics Management、ビジネスエシックス、パブリック・リレーショ
ンズ論、Environmental Challenges and Business、エネルギービジネス展開論 など

 実務科目 （８単位以上）
公共資産会計論、環境経営、Disaster Prevention&Recovery Management、Maintenance & 
Management of Infrastructure、グローバルロジスティクスと海運、グローバルロジスティクスと貿易、
Project Finance、Risk Management & Finance、まちづくりとまち経営、外資系投資銀行ビジネス- 理
論と実務、投資戦略とリスクマネジメント など

 発展科目 （４単位以上）
プロジェクト・オペレーションズワークショップI、II

33
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プロジェクト・オペレーションズマネジメントプログラムの概要

34

国際的な大規模プロジェクト
（インフラストラクチャーの整備，維持管理）

新規技術開発

情報システム開発 など

プロジェクトマネ－ジャーの重要性

（プロジェクトチーム）
連携組織

技術管理
財務管理
戦略管理
組織管理

経営管理能力の開発

国際的な感覚，技術力，経営などの
多様な能力をもったプロジェクト

マネージャーを養成
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（５） 観光経営科学コース

 サービス産業の生産性向上や製造業を含めた産業の高付加価値化、価値持続化
を目指すプログラム。総合的なホスピタリティ経営、サービスデザイン、公共インフラ
経営などの能力開発により高度サービス化社会をけん引する人材の育成を実施。

 基礎科目 （１２単位以上）
組織行動、経営戦略、マーケティング、会計学、統計分析など

 専門科目 （１８単位以上）
Inter-cultural communication、Transportation and Logistics Management、人的資源管理論、
ビジネスエシックス、サービス経営論、サービス（無形資産）会計、パブリック・リレーションズ論、
サービスモデル活用論、サービス創出方法論、Organization and Management、Business Modeling 
and Design、おもてなし経営論、サービスファイナンス論、Global Tourism & Hospitality Management
など

 実務科目 （８単位以上）
サプライ＆デマンドチェーン・マネジメント、ツーリズム産業論、グローバルロジスティクスと海運、ビジネス
コンサルティング実務、研究・事業開発マネジメント、サービス産業事例分析、価値共創型IT活用論、製
造業のサービス化と価値創造、まちづくりとまち経営、ソーシャル・イノベーション事例分析、京都観光・文
化論、デスティネーション・マネジメント論、おもてなし経営論 など

 発展科目 （４単位以上）
サービス＆ホスピタリティワークショップI、II

35
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観光経営科学コースが目指す経営能力

36

•観光の地域と産業をマーケティング

•世界に文化と魅力をプロモーション

①日本の観光

魅力を発信

•日本のホスピタリティを科学的分析

•そのサービスをイノベーション

②ホスピタリティの

革新

•観光の新たなビジネスを開発する能力

•ＩＴの導入や他産業の分析

③新たなビジネスの

開発
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経営研究センター

37

【目的】企業や公的機関との密な連携を図り、
本学の強みである文理融合型のアプローチにより
課題解決のための経営研究を推進

【地域創生デザイン室】地域の「スープラストラクチャー（経済・社会・文化・歴史などの営み全
て）」の担い手となる起業家の育成を軸とし、それを支える「インフラストラクチャー（交通、情報
通信など）」や「ソーシャルキャピタル（社会関係資本）」と「スープラストラクチャー」との相互作
用を勘考しながら、地域経済の振興や再生に寄与

【各地域との協力協定】下記の地域等と協力協定を締結し、地域経済と地域社会の発展等
に寄与するための、調査研究、人材育成等の事業を推進
例 熊本県天草市 （H23.12.27）
持続可能な地域づくりを目指し協力協定締結

天草地域の農林水産業および観光の資源・
人材を活用し、暮らし・仕事・楽しみを
作り出すための「起業支援」や「地域活
性化プロジェクト創出」を実施。
毎年、一般市民ならびに高校生を対象に
「天草宝島起業塾」を開講。外国人留学
生などをインターンシップに派遣。

京都⼤学 経営管理⼤学院
© Ｇｒａｄｕａｔｅ Ｓｃｈｏｏｌ ｏｆ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ，Ｋｙｏｔｏ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ ２０２1

経営管理同窓会

経営管理大学院同窓会は卒業生に
よって設立されたものの、停滞す
る傾向があったため、2016年、経
営管理大学院10周年を機会に、同
窓会を再スタートした。

同窓会は、各年次の代表による理
事と、大学教員３名（院長を含む）
で役員を構成。

卒業生および同窓会会員管理のた
めの卒業生情報管理システム（ク
ラウドサービス）を導入（大学院）

卒業生および同窓会への情報発信（メール、Facebook）

2016年度 再スタートの同窓会総会（10周年記念式典に同時開催）

2017年度 総会・講演会 OBによる業界説明会（コンサル業界）

2018年度 役員交代（会長 藤原大豊） 総会・講演会
学位交付式後のGet Together Partyなどを実施

2020年度 役員交代（会長 大森貴之）

38
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３．国際化の展開 （グローバル化 iGSM構想）

39
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経営管理研究部・教育部のグローバル化「iGSM」構想

高度な経営専門領域でリーダーシップ、イノベーション、
ホスピタリティを推進できる俯瞰的経営人材、起業家の育成

大学院経営管理教育部 → 国際的な文理融合ビジネススクール「iGSM」に発展

グローバル
人材育成ニーズ

1) 京都大学-コーネル大学
国際連携コース開設

２） 2年コースに新たに
International Business  
Administration 国際プログラム
を設置

３） 観光経営科学コースの拡充

高度グローバル
人材の輩出

iGSM

ホスピタリティ経営を新
たな挑戦領域と位置づ
ける企業

サービス・イノベーション
や製造業のサービス化

グローバル経営人材を
求める国内外の企業

高度な投資判断が必要
とされる企業（不動産開
発、金融機関、投資機
関など）

上記企業の起業・
スタートアップ参加

※「iGSM（International Graduate School of Management)」

海外のトップスクールとの
大規模なダブル・ディグ
リープログラムの設置の

必要性

京都で学ぶことの
独自の 価値を持つ
教育課程の必要性

留学生を広く受け入れ
日本語/英語で学ぶ

本格的ビジネススクールの
必要性

40
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© Ｇｒａｄｕａｔｅ Ｓｃｈｏｏｌ ｏｆ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ，Ｋｙｏｔｏ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ ２０２1

Graduate School of  Management,  Kyoto University

「iGSM構想」で再編・発展する教育課程

観光経営科学コース（社会人）

IPROMAC（英語コース）

特別選抜（社会人）

一般選抜（専門試験）

（１） 京都大学・コーネル大学
国際連携コース

（３） 観光経営科学コース（社会人）

特別選抜（社会人） 25

一般選抜（専門試験）

（２） 英語MBAプログラム
（i-Project Management,
i-Business Administration)2

年
コ
ー
ス

経営管理専攻（MBA 専門職学位課程）

1年半コース 1年半コース

特別選抜
入試
（国際連携）

観光MBA
入試

英語選抜

特別選抜
（社会人）

観光MBA
入試

特別選抜
（社会人）

一般選抜
（新卒含む）

一般選抜
（新卒含む）

2018年4月 2019年4月～

定員計 80名 （１学年）

定員計 100名 （１学年）

2
年
コ
ー
ス

経営科学専攻（Ph.D. in Management Science 博士後期課程）

博士後期課程 7名 博士後期課程 7名

その他（社会人向けEMBA、入門コース） non-degree

英語選抜

41

京都⼤学 経営管理⼤学院
© Ｇｒａｄｕａｔｅ Ｓｃｈｏｏｌ ｏｆ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ，Ｋｙｏｔｏ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ ２０２1

（１） 京都大学－コーネル大学国際連携コース (KC-CDO)
- Kyoto-Cornell International Collaborative Degree Opportunity -

 京都大学経営管理大学院と米国コーネル大学ビジネススクール
（ホテル経営大学院）が連携して行う２年間の修士課程
 デジタル社会・ESG重視時代において、人の役割を明確化し

ホスピタリティなど無形資産を有効活用する事業開発・経営人材の育成

 京都大学MBA（Master of Business Administration)
コーネル大学MMH （Master of Management in Hospitality)を授与

 京都大学とコーネル大学それぞれに出願し、手続きを実施

 履修する学期単位に各々の大学から授業料を賦課

 KC-CDO修了要件:  合計５８単位 ※統合カリキュラム体系の開発

 コーネル大側は、３学期間４８単位修了 （１２単位読み替え）

 京大側は、４学期間４２単位修了 （２０単位読み替え）
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京都大学－コーネル大学国際連携コース スケジュール
- Kyoto-Cornell International Collaborative Degree Opportunity -
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コーネル大学の本国際連携コース推奨理由

異文化を背景とした相互理解、コミュニケーション、

サービス経営人材育成、俯瞰的リーダーシップ人材育成

日本文化を象徴する京都の文化を理解し学ぶこと

持続可能な社会に貢献
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（２） 英語ＭＢＡプログラムの拡充

 国際プロジェクト・オペレーションズマネジメントプログラム
（IPROMAC英語コース）の２年コースへの統合、拡大
 IPROMAC（International Project Management Course）は世界各国から

70名以上の入学希望のある、全科目英語履修コース（現定員10名）

 経営管理大学院のグローバル化推進のため、IPROMACを２年コースに
統合

 日本語でも英語でも履修できる教育課程に拡充再編

 International Business Administrationプログラムを新たに提供し、国際
選抜枠を倍増

 ビジネスリーダシップ、サービス、ファイナンス・会計領域の英語MBAプロ
グラム
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ビジネス
リーダーシップ

サービス ＆
ホスピタリティ

ファイナンス・
会計

日本語

英語 i-PMi-BA

プロジェクト・
オペレーションズ

マネジメント

京都⼤学 経営管理⼤学院
© Ｇｒａｄｕａｔｅ Ｓｃｈｏｏｌ ｏｆ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ，Ｋｙｏｔｏ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ ２０２1

Graduate School of  Management,  Kyoto University
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国際ビジネス・アドミニストレーションプログラム（i-BA)

国際プロジェクト・マネジメントプログラム(i-PM)

1.英語履修科目
(1)国際ビジネス・アドミニストレーションプログラム（i-BA）

International Business Administration 

(2)国際プロジェクト・マネジメントプログラム(i-PM)
International Project Management

2.  入学定員
i-BA 10名、i-PM 10名

3.  学位
京都大学経営管理大学院経営学修士（MBA）
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i-BA and i-PMの違いは何か？
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国際ビジネス・アドミニストレーションプログラム（i-BA）

〜世界に開かれた英語によるビジネスリーダー育成〜

国際ビジネス・アドミニストレーションプログラムは、学生のビジョンを実現・達成させるためのスキルを向上させながら、
専門職学位（経営学修士 MBA）の取得につながるコースです。学生は、キャリアの選択肢を広げるためのビジネス知
識と専門スキルを身につけます。このプログラムでは、ビジネス・リーダーシップにおける専門性を高めることを目指す
だけでなく、サービス＆ホスピタリティマネジメント、ファイナンス・会計などの幅広い専門分野も修得します。

ワークショップの例
i-BA
1. 所有権の種類と株主の異議 : シンガポールの事例
2. 貸出高と債務不履行率に対する信用度評価の効果

国際プロジェクト・マネジメントプログラム(i-PM)

〜国際的なプロジェクトで活躍する人材育成〜

国際プロジェクト・マネジメントプログラムは、特定の目的、多様な制約、不確実性を持つ大規模な国際プロジェクトや
新技術の開発プロジェクトを成功させるために必要な経営の教育課程を提供し、世界で活躍する多様な管理能力を
持つ国際的なプロジェクトマネージャーの育成を目的としています。

ワークショップの例
i-PM
1. トルコにおけるブリッジマネジメントシステムの現状調査
2. AHPアプローチを用いたインドネシアの再生可能エネルギーPP投資プロジェクトの選定
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プログラム修了要件

履修期間

４学期制の２年間

1年目 1学期、2学期

2年目 3学期、4学期

プログラム修了に必要な単位数

・４２単位

•２科目４単位以上（各プログラムのワーク
ショップⅠおよびⅡ）

発展科目

•８単位以上(各プログラムの指定科
目６単位以上を含む） 実務科目

•14単位以上（各プログラム
の指定科目10単位以上を
含む）

専門科目

•16単位以上 基礎科目

48
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（３） 観光経営科学コースの拡充

 観光地域経営の高度化と魅力ある文化の国際発信
 近年拡大するインバウンド観光客対応の国際的な観光産業、観光地マネジ

メントをリードする観光経営人材を育成

 観光地経営（Destination Management）を通じて、地域発展の戦略的展開

 国土交通省観光庁支援のコース創設

 2018年4月に1期生合格者8名（出願者34名）でスタート

 観光に関わる企業等からの社員派遣の要請、初年度の入学希望者の多さ、
京都にある本大学院本コースの重要性をふまえ、受入枠を約5名から約10
名に拡大

 目指す経営能力

①日本の観光魅力を発信 ②ホスピタリティの革新 ③新規ビジネス開発
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国際認証EQUISの取得活動

国際認証EQUIS

• 欧州（本部：ブリュッセル）を中心とするビジネススクールの国際認証規
格。認証取得校は202校（2021年12月時点）。

取得目的

• 国際化を推進し、世界のトップビジネススクールとの交流を積極的に進
め、海外からの認知度を向上させる。

• 国際認証の取得プロセスを通して、経営管理大学院のあるべき姿、戦
略および課題について教職員間の対話を促進し、教育・研究体制およ
び組織体制を強化する。

推進メンバー

• 国際認証ワーキンググループ（大学院長を含む構成員8名）が中心と
なって認証取得活動を推進中。
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国際認証EQUISの取得活動

活動経緯

2019年7月 教授会にて国際認証EQUIS取得方針を承認

2020年3月 EQUIS認証プロセス開始の正式申請、データシート提出

2020年4月 国際認証・広報室を設立

2020年7月 オンラインでのBriefing Visit実施

2020年9月 EQUIS Briefing Reportを入手

（課題：国際化の戦略、教員のカテゴリーとマネジメント情報提供）

2020年11月 トルコ・コッチ大学/Baris Tan教授がアドバイザーに就任

2021年9月 教授会にて「経営管理大学院のミッション・ビジョン・バリュー

および戦略」を承認

2021年10月 Eligibility（受審資格）申請、更新版データシート提出

2021年11月 Eligibility承認

（課題：コア教員数の維持・拡大、国際的評価とパートーシップの構築継続、

国際レベルの研究開発）
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国際認証EQUISの取得活動

今後の取組み

• Eligibility承認時の課題を踏まえて、コア教員数の維持（拡大）、国際的
評価向上と海外提携大学との連携強化、研究の国際的プレゼンス向上
等を図る。

• Tan教授のアドバイスの下、Self-Assessment Reportを作成する。

• Peer Review Visit（現地審査）に向けて、大学本部および大学院内（教
職員・学生）と連携し、万全の対応を期す。

タイムライン（計画）

2022年9月 Self-Assessment Report提出

2022年11月 Peer Review Visit実施

2023年2月 EQUIS承認取得（認証期間：3年または5年）
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４．運営上の課題と戦略
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運営上の課題 （１）

 国立大学法人としての組織運営
⇒教職員数・予算

 社会人教育プログラムの運営

 独自活動のため、運営に必要な経費の８割が不安定な外部資金
 教育研究の質の向上と競争的資金獲得のための葛藤

 教育の質とコストは非常に強い相関⇒継続的な財源確保
 ｃｆ．米国ビジネススクール

（高い）学費＋それを支える制度（充実した奨学金、教育ローン、
RA制度）＋別収入（出版、寄附金、非正規教育、資産運用）
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運営上の課題 （２）

 教員の多様性への対処
 特に、若手教員、女性教員、外国人教員の比率向上

 現在、専任教員２２名の内、女性教員３名、外国人教員４名のみ

 一方、専門職大学院として、約３割以上の実務家教員が必要

 組織・個人への評価指標の導入の検討

 グローバル社会・デジタル社会をみすえた
日本における専門職大学院としての位置づけ
 教育研究の質を向上させるための国際連携、産官学連携、学際連携

 京都、日本の地の利を生かした高度専門経営系人材育成のための
教育研究の推進

 中長期的ビジョンでの経営、非財務情報の指標化、人とＡＩとの役割明確化
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戦略
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１．国際化

(1) 多様な視点を尊重、促進、提供することによる世界クラスの研究・教育環境の

構築

(2) 教育の国際化

・グローバルで多様な視点から、ビジネスの理解と実践の視野を広げる。

- 英語のMBAプログラムや特別カリキュラム活動を強化する。

- 日本語と英語のMBAプログラム間における相乗効果を創出する。

- 自らや他の様々なビジネス環境や文化を理解し、他者を尊重し、協力す

る能力を開発する。

(3) 研究の国際的プレゼンス向上

・海外トップジャーナルへ論文を投稿する。

・国際学会や海外ジャーナルにおいてリーダーシップを発揮する。

(4) 国際認証EQUIS取得による世界標準での研究・教育・組織体制強化

(5) ハイブリッド型授業の充実化

・デジタル技術を活用する。
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戦略
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２．文理融合研究・教育（多様性に富んだ人材による研究・教育）

(1)レジリエンス、アセットマネジメント、ESG等のテーマを軸にした文理融合に

よる優位性の向上

(2) DX・ICTに関する研究・教育における理系シナジーの発揮

(ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ・統計学の分野等)

(3) 文化・芸術等に関わる人文科学系の研究・教育の更なる強化と科学技術との

融合の実現

(4) 文理融合によるリーダーシップ教育とグローバル人材育成

サービス＆ホスピタリティ、プロジェクト・オペレーションズマネジメント、

ビジネスリーダーシップ、アジアビジネス・リーダーシッププログラム等

３．産官学連携

(1) 産官学連携による地方創生および地域への貢献

(2) ソーシャルインパクト、環境経営、危機管理、防災・復旧管理等の研究・

教育促進

(3) 産官学連携の寄附講座・寄附講義・エグゼクティブ教育促進
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